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◎討議結果報告（第1分科会） 

「山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂移動制御の検証について」 

 

 第1分科会の報告をさせていただきます。関東地方整備局で河川計画課の課長補佐をしておりま

す熊澤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 第1分科会では、「山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂移動制御の検証について」

ということで、今年度につきましては、平成 20年度後半から、本年度もそうなのですが、全国的に

掃流砂量の観測であるとか浮遊砂量の観測などが進められておりますので、そういった観測を行う

上で、行政的な課題、技術的な課題、データの蓄積・保管に関する課題などを取りまとめるという

会議をしました。 

 第1分科会の進行スケジュールですが、1日目は、代表的には 4流砂系からの取り組み事例紹介、

あと、流砂計自体の実物を国総研の方から持ってきていただいて、それぞれの観測機器がどういう

役割を持っていて、どういう維持管理をしていくのかという紹介をいたしました。2 日目につきま

しては、1 日目の議論の紹介を踏まえて、どういった課題があるのか、その課題を解決する為には

どういった事が今後必要なのかというところについて議論をいたしました。 

 1 日目の代表水系の事例紹介ですが、４つの流砂系から紹介をしていただきました。一つ目が十

勝川水系、北海道開発局の方からご説明していただきましたが、説明の中では、積雪寒冷地のため

河川が結氷すると、そういった所で掃流砂の計測計が設置できなかったという紹介がありました。

また、出水後に流木が非常に観測装置に引っ掛かって、維持、メンテナンスの面でちょっと問題が

あったというご紹介がありました。 

 2 件目ですが、天神川、中国地方整備局の方からご紹介がありました。こちらにつきましては、

河川区間、海岸への土砂供給の観点から観測地点を選定する為ということで、こちらはまだ観測機

器が設置されていないのですが、どういうポイントで観測地点を選定していったかというご紹介が

ありました。これら2事例が、どちらかというと平成20年度後半から21年度にかけて全国的に基

準点付近で設置されている観測機器に関するご紹介という形になります。 

 3 件目のご報告としまして、常願寺川、こちら北陸地整からの報告がありました。こちらは連続

した透過型砂防堰堤の効果の検証、新しいシャッター砂防堰堤の効果の検討というご紹介がありま

した。連続した既設の砂防堰堤をスリット化した後に、実際流砂にどういう影響を及ぼすのかとい

う観点で観測をされておりましたので、その事例の紹介と、あと、出水時に開閉するような新しい

砂防堰堤がありますので、その砂防堰堤の効果を検証するために今後観測が必要な内容についてご

紹介をいただきました。また、新しいハイドロフォンの設置方法ということで、スリット部の縦方

向にハイドロフォンを設置して、縦方向とか立体的に流砂の流れを観測するような取り組みをされ

ておられましたので、その報告をいただきました。 

 4 番目は飯豊山系。こちらは北陸地方整備局になりますが、こちらの方も連続した透過型砂防堰

堤の効果検証。既設砂防堰堤のスリット化による既設透過化の検証について事例をご紹介していた

だきました。 

 こういったご報告を受けて全体討議をしたわけですが、今回の討議の論点としましては、監視・

観測、経常的に土砂がどのように出ているかというのを監視していく、また観測していくという観

点でどういう課題があるのかというのが一つの論点です。二つ目に、先ほど事例紹介がありました

3番目、4番目に当たると思うのですが、砂防施設をスリット化したとか、そういう効果を検証する、
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評価していくためには、どういった課題があるのか。三つ目の論点が、監視、観測、検証、評価と

派生的に出てくる、その精度を高める為のものですが、研究技術開発といった観点での課題のよう

なものについて議論いたしました。 

 討論の結果です。まず技術的な課題といたしまして、1 点目の論点。監視、観測については、北

海道の方からご紹介があった冬季の結氷対策、これは実際、川の所が凍ってしまって観測ができな

い。ここをどういうふうに観測するのか。こういったところについては、今後、技術開発なり何か

が必要なのではないかというところが課題として挙がってきたと。 

 データ容量の圧縮。これは何の事かといいますと、今やっているデータ観測というのが非常に 

データ量が膨大である。データ量が膨大なために、かなり頻繁にデータを回収して、それを解析し

ていかなければならないという課題がありまして、冬季の積雪期間などは実際にデータ回収が出来

ないために、観測が出来ないといったような課題もあります。こちらについてはデータ圧縮方法等

について改善が必要だろうという課題が挙がりました。 

 澪筋の変化が激しい河川での対応としまして、非常に広い河川などでは澪筋が頻繁に変わるので

すが、ハイドロフォンや流砂量計を全面に付けるわけにはいきませんので、そういった所でどうい

う観測方法をすべきなのかというところが課題として挙がっています。 

 維持・管理方法。定常的に監視、観測していくための維持と管理をどういうふうにしていくのか

というところです。検証につきましては、検証のために間接的な監視も当然大事なのですが、直接

的監視方法についても並行して確立していく必要があります。 

 研究技術開発としまして、雨量強度と流出土砂が変化するような要因が発生した場合の対応。例

えば森林変化、地震、砂防施設の完成等について研究開発を進めていく必要があるのではないかと

いう意見でした。 

 行政的な課題ですが、各機関の情報共有方法について課題があるのではないか。得られたデータ

をどういうふうに公開、活用していくかどうか。その辺のルールづくりがまだしっかり出来ていな

いので、その辺の枠組みをしっかり作る必要があるのではないかというところです。 

 設置の際の他機関との調整に非常に苦慮しているという事例がありました。国有林内であったり

国立公園内であったりということです。また、占用協議、観測機器を設置するために、河川の専用

協議等、河川橋梁等の占用協議が必要になるのですが、その際に、今回、全国的にやられている土

砂量観測の目的自体がきちっと整理されていないという問題もありまして、その協議の際の説明に

苦慮しているというところがあります。こちらについては統一的な見解が示される必要もあるので

はないかという見解がありました。 

 電力供給に関しては電力会社との調整。こちらは時間的な問題です。あと、定常的に監視を続け

ていくということなので、維持管理の費用が必ず問題として出て来るというところが課題として挙

がっております。 

 こういった課題を取りまとめますと、流砂を定常的に監視していくためには、定常的に監視をす

るための予算を含めた枠組みづくりがきちんとなされる必要があるというところ。また、行政担当

者は人がころころ替わっていきますので、監視、監督、そのデータ公開、目的説明、調整等をする

ために、目的がきちっと整理されたような文書みたいなものがないと、監視目的自体がぶれてし 

まって正しい観測ができなかったりするのではないか。またその調整にも苦慮しているということ

なので、そういうところが必要ではないかというところが結論です。以上でご報告を終わらせてい

ただきます。 
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